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着用時、運動負荷による生理機能変化
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　目的　被服c ゆとi)量と被服圧が生理機能Ｋ及ぼす影響を考察すぺく、スカート着用時

の運動負荷にX.る心電図解析、筋電図解析を行ない、被服の動作適応性を検討してきた。

　本報では、整容効果を第一目的とする7"ラジャー着装時に種々の運動を行ないヽ躯幹圧

迫にiる生理機能変化を検討した・躯幹部圧迫の影響に関してはヽ渡辺らの内臓の変位変

形の研究や、生田の筋電図を中心とした研究かあるが、運動負荷検査法として多段階トレ

ヅドミル法を採用した報告は見あたら政い。そこ-e、12種類の基本動作及び運動負荷によ

る心機能及び筋活動の両面からの考察を行々つた。

　方法　市販のスタンダードブラジャー(適合サイズ、不適合サ■i ズ）を、心機能に支障

のない健康な成人女子６名に着用させ、12種類の基本動作時の大胸筋ヽ前鋸筋ヽ僧帽筋、

広背筋の筋電図を測定ヽ解析した。また、運動負荷検査法の中では比較的ハード4、傾斜

角度と速度か同時増加していく、Bruoe {多段Itトレッドミル法）を用い、トレッドミル

上でBruce　Protocol 1～３ステージにX. i,負荷心電図誘導を行痙い、心電図及び心拍数を

記録した。

　結果　筋電図解析の結果、適合サイズと比較して、不適合サイズ着用時k; 抽いて筋放電

* が滅少した。不適合サイズの場合、拘束にI i>筋活動に影響か及ぼされたと考えられる

　また、心拍数は、適合サイズ着用時よf?不適合サイズ着用時の方が高いとい5結果か得

られた。


